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芝浦工業大学柏中学校 

2023 年度中学入試分析 

国語 

全体を通して 

大問構成は一回・二回入試ともに同じように出題しました。2020 年度までは大問二で小説文、大問三

で説明文の順番で出題しておりましたが、2021 年度から二で説明文、三で小説文を出題しています。

2024 年度も 2021 年度以降の傾向で出題しますので、過去問題で傾向を知り対策を立ててください。 

漢字の問題に変化がありました。2022年度までは音記号を用いた問題が例年出題されていましたが、

2023 年度から曜日を表す漢字二種類に共通する漢字を付け加える問題になりました。しかし、問われ

ていることはこれまでと変わらず、成分や成り立ちを意識した漢字の理解が出来ているか否かです。こ

れまで通り、漢字の部首や音記号などを普段から注意深く見ておくようにすると、漢字が覚えやすくな

り、覚えた漢字の数も増えていくでしょう。 

また、小説・説明文合わせて 140 字程度の記述問題が出題されています。今年度も小説文の「全体を

見通して解答する」問題や、説明文の「本文に書かれている内容を別の事象に当てはめて考える」問題

（②）が難しかったようです。本文に書かれている言葉を単につなぎ合わせるだけでは適切な答案は書

けません。本文の内容を自分の言葉で捉えなおして、筆者は何を言おうとしているのかと考えてみる練

習が、ふだんから必要となるでしょう。そして、筆者の主張を読みとくだけではなく、その主張につい

てどのように考えるのか、自分なりの問題意識を持ってほしいと思います。 

差のついた問題について 

 合格者と不合格者の差がついている問題としては、①漢字、②説明文の語句の本文中での意味を答え

る問題と「本文に書かれている内容を別の事象に当てはめて考える」問題、③会話文の内容を読み取り、

かつ小説全体を見通して解答する問題があげられます。 

① 漢字では、書き取り問題 5 題（一回一の問一）のうちの 1 題が 20％程度、他 2 題に 15％程度の差

がついています。特に問一④（白
は く

砂
し ゃ

青
せ い

松
しょう

）では 20%の差がついただけでなく、そもそも全体の正答率も

20％を切っています。また、③「ビルが林立する」も差はつきませんでしたが、正答率が 30％でした。

書き取りの練習だけではなく、読書や問題演習で出会った語句の意味を調べ、我が物とする貪欲さが求

められています。なお、新しい出題方法だった一回一の問二は大きな差が無く、概ね解答出来ていまし

たが、二回一の問二③だけは正答率が 20％を切りました。 

② 一回二の問四(1)(2)の両方で 20％程度の差がつきました。(1)は「人間関係を最適化する」という

聞きなじみの無い表現が、本文中でどういう意味で用いられているかを選択する問題です。「最適化」

という語句の意味も、知らなければ本文中から読み取る必要があったので、「語句の意味＋本文中での

意味」の二段階で解答するステップアップが難しかったと思われます。(2)は、「全体を通して」に書い

た、説明文の「本文に書かれている内容を別の事象に当てはめて考える」問題です。本文の内容を読ん

だ気にならず、人に説明できるくらい理解することで、他の事象にあてはめることが出来るようになり

ます。 
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③ 小説文では、一回三の問六で、20％程度の差がつきました。会話文の内容を読み取ることを正確に

行うだけでなく、小説全体を見渡して解答する必要があります。傍線の近くだけをなんとなく読むだけ

では解答できず、台詞や情景描写を丁寧に追って、どのような話なのか全体を通じて捉えると解答が出

ます。ぜひ狭い視野に捕らわれず、広く全体を見渡す読み取りをこころがけてください。 

 

①漢字の書き取り問題（一回一の問一） 

 

解答 ③林立 ④青松  
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②説明文の語句の本文中での意味を答える問題と「本文に書かれている内容を別の事象に当てはめて

考える」問題（一回二の問四(1)(2)） 

 

解答 (1)エ (2)イ 
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③会話文の内容を読み取り、かつ小説全体を見通して解答する問題（一回三の問六） 
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解答 (A)a,b (B)(1)f (2)平太が「大金を払って大きな革のトランクを買い、中に絵図をつめこむこ

と」で、「東京で出世した立派な人間だ」と思われたいことがめったにないことだと言っている。 

 

 


